
観
光
商
工
課　
商
工
交
流
室　
☎（
58
）７
０
７
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

対
策
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

対
策
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　
２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）10
月
1
日
か
ら
消
費
税

率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
は
、
複

数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
、
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の

改
修
等
が
必
要
に
な
る
場
合
に
、
こ
れ
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
】
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
　

 

☎
０
５
７
０（
081
）２
２
２

健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
室　
☎（
56
）２
２
２
４

役場の窓辺から yakuba no madobe kara役場の窓辺から yakuba no madobe kara

農
林
課　
農
業
振
興
室　
☎（
56
）２
２
２
６

第第
5959
回回  

川
根
茶
品
評
会
褒
賞
授
与
式

川
根
茶
品
評
会
褒
賞
授
与
式

　
川
根
茶
業
共
同
組
合
主
催
に
よ
る
川
根
茶
品
評
会
褒
賞
授
与
式
が

平
成
30
年
10
月
４
日（
木
）、
島
田
市
川
根
文
化
セ
ン
タ
ー
「
チ
ャ
リ

ム
21
」
ミ
ニ
ホ
ー
ル
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

　
出
品
茶
は
9
月
13
日
に

農
林
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
品
評
会
の
結
果
に
よ

り
、
価
格
別
に
3
つ
の
等

級
か
ら
全
64
点
が
出
品
さ

れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
等
級
と
価
格
に
つ
い
て

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

○
褒
賞
授
与
者

　
川
根
特
選
級

優
等
賞　

 

相
藤
農
園（
川
根
本
町
） 

静
岡
県
知
事
賞

一
等
賞　

 

㈱
朝
日
園（
島
田
市
川
根
町
） 

静
岡
県
茶

商
工
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

二
等
賞
一
席　
㈱
朝
日
園（
島
田
市
川
根
町
）

　
川
根
の
誉
級

優
等
賞　

 

㈱
山
田
園（
島
田
市
川
根
町
） 

静
岡
県
茶

商
工
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

一
等
賞　

 

丸
藤
製
茶（
川
根
本
町
） 

静
岡
県
茶
業

会
議
所
賞

二
等
賞
一
席　

 

㈱
山
関
園
製
茶（
島
田
市
川
根
町
）

　
川
根
の
香
級

優
等
賞　

 

㈱
坂
本
園（
川
根
本
町
） 

静
岡
県
茶
業

会
議
所
賞

一
等
賞　

 

㈱
山
関
園
製
茶（
島
田
市
川
根
町
） 

静
岡

県
茶
業
青
年
団
長
賞

二
等
賞
一
席　
㈱
山
田
園（
島
田
市
川
根
町
）

川根特選級
1kg 10,000円以上 出品21点

川根の誉級
1kg　4,500円以上 出品24点

川根の香級
1kg　2,500円以上 出品19点

計64点

く
ら
し
環
境
課　
☎（
56
）２
２
３
６

町
営
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号・

町
営
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号・

��

や
ま
せ
み
号
の
運
休
日
に
つ
い
て

や
ま
せ
み
号
の
運
休
日
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
１
月
１
日（
火
）か
ら
３
日（
木
）ま
で
、

町
営
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号
及
び
や
ま
せ
み
号
は
、
全
面

運
休
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

北
部
・
南
部
の「
お
で
か
け
号
」に
つ
い
て
は
、
平
常

ど
お
り
運
行
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
】・町

営
バ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
く
ら
し
環
境
課　
☎（
56
）２
２
３
６

・
お
で
か
け
号
の
利
用
予
約
に
つ
い
て

　
　
大
鉄
タ
ク
シ
ー
千
頭
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
59
）２
３
５
５

・
大
井
川
鐵
道
・
バ
ス
・
井
川
線
に
つ
い
て

　
　
大
井
川
鐵
道　
　
☎（
59
）２
０
６
５

1/1 1/2 1/3

せせらぎ号 × × ×

やませみ号 × × ×

北部おでかけ号 ○ ○ ○

南部おでかけ号 ○ ○ ○

町営バス運行状況

○：運行します　

×：運行しません

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
冬
季
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
や
す
い

た
め
、し
っ
か
り
と
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、

急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
特
に
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
が
調
理
し
た
場
合
、
食

品
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
食
中
毒
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
症
状
は
、
お
う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な

ど
で
、
症
状
が
回
復
し
て
も
数
週
間
に
わ
た
り

ウ
イ
ル
ス
を
便
に
排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
感
染
し
て
も
症
状
の
出
な
い
人
が
い
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
感
染
源
と
な
る
場

合
が
あ
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

●
県
民
の
皆
様
へ

①
家
族
全
員
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

（
特
に
ト
イ
レ
の
後
、調
理
前
、食
事
前
、帰
宅

時
、お
む
つ
交
換
を
行
っ
た
後
）。
液
体
石
け

ん
を
使
用
し
て
、
手
洗
い
後
に
も
う
一
度
手

を
洗
う　
「
２
度
手
洗
い
」が
効
果
的
で
す
。

②
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
加
熱
し
ま
し
ょ
う（
特
に
牡
蠣
等
の
二
枚

貝
の
調
理
は
85
℃
～
90
℃
で
90
秒
以
上
）。

③
多
数
の
人
が
手
を
触
れ
る
場
所（
ド
ア
ノ
ブ
、

水
道
蛇
口
な
ど
）や
調
理
器
具
等
は
、洗
浄
後

に
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
※
）に
よ
る
消

毒
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す（
※
家
庭
用

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
塩
素
系

漂
白
剤
で
も
代
用
で
き
ま
す
。
使
用
に
あ

た
っ
て
は「
使
用
上
の
注
意
」を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）。

④
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
方
は
患
者
の
便
や
吐

い
た
物
を
適
切
に
処
理
し
、
感
染
を
広
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
品
事
業
者
の
方
は
調
理
従
事
者
等
の
健
康

管
理
を
し
っ
か
り
行
い
、
下
痢
や
お
う
吐
等

の
症
状
が
あ
る
方
は
食
品
を
直
接
取
り
扱
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
う
吐
物
の
処
理
方
法

　
患
者
の
お
う
吐
物
や
お
む
つ
な
ど
は
速
や
か

に
処
理
し
、二
次
感
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
中
に
漂

い
、口
に
入
っ
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

塩
素
系
消
毒
液
等
を
用
い
て
、
適
切
に
処
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
県
中
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　
　

 

☎
０
５
４（

644
）９
２
８
３

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


